
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

 

第 11 回『「医療の社会貢献」の３か条 〜 使命の地道な継承 〜』 

 

先週末（6月 27日）『「がん哲学外来 メデイカルカフェ in世田谷深沢」 オ

ープン記念講演会』に赴いた。 参加者から写真が送られて来た（添付）。感激

した。 筆者は、「コロナ時代の教養」と「勝海舟、新島襄、内村鑑三、新渡戸

稲造、南原繁、矢内原忠雄」について、さりげなく語った。 会場からは、多数

の質問もあり、大変充実した ひと時であった。 改めて、「言葉の処方箋」の

重要性を再確認する時ともなった。「医療の社会貢献」の基本理念でもあろう！ 

 

「医療の社会貢献」の３か条 

 

1. 話せる場所があるだけで、問題解決にはならないが解消になる。 

2. 全ての患者ニーズに応える。患者と同じ目線で語る。 

3. 純度の高い情報と知識をもち、患者の自由意志を尊重する。 

 

７月も定例の「がん哲学外来 in 新渡戸稲造記念センター」＆「音読会」が開

催される（次ページ）。 新渡戸稲造が 初代理事長を務めた「新渡戸記念中野

総合病院」の「使命の地道な継承」である。 
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